
／

１
０
０
点

一
．
傍
線
部
を
口
語
訳
せ
よ
。

１

蔵
（
く
ら
）
人
（
う
ど
）
の
少
将
は
な
ば
な
と
も
の
笑
ひ
す
る
人
に
て
、
笑
ひ
給
ふ
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。

（
落
窪
物
語
）

〔

〕

二
．
空
欄
に
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
を
活
用
さ
せ
て
入
れ
よ
。

１

月
の
都
の
人
（

）
て
、
父
母
あ
り
。

（
竹
取
物
語
）

〔

〕

三
．
空
欄
に
断
定
の
助
動
詞
「
た
り
」
を
活
用
さ
せ
て
入
れ
よ
。

１

下(

し
も)

と
し
て
上(

か
み)

に
逆(

さ
か)

ふ
る
こ
と
、
あ
に
人(

じ
ん)

臣(

し
ん)

の
礼
（

）
む
や
。

（
平
家
物
語
）

〔

〕

四
．
空
欄
に
助
動
詞
「
ご
と
し
」
を
活
用
さ
せ
て
入
れ
よ
。

１

春
は
藤
波
を
見
る
。
紫
（
し
）
雲
（
う
ん
）
の
（

）
し
て
、
西
（
さ
い
）
方
（
は
う
）
に
匂
ふ
。

（
方
丈
記
）

〔

〕

五
．
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
を
次
の
ア
～
エ
か
ら
選
び
、
活
用
形
も
答
え
よ
。

〈
ア
．
断
定

イ
．
存
在

ウ
．
比
況

エ
．
例
示
〉

１

松
島
（
ま
つ
し
ま
）
は
笑
ふ
が
ご
と
く
、
象
（
き
さ
）
潟
（
が
た
）
は
恨
（
う
ら
）
む
が
ご
と
し
。

（
奥
の
細
道
）

〔

〕

２

父
は
な
ほ
人
（
び
と
）
に
て
、
母
な
む
藤
原
な
り
け
る
。

（
伊
勢
物
語
）

〔

〕

六
．
次
の
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
選
べ
。

〈
ア
．
四
段
動
詞
「
な
る
」
の
連
用
形

イ
．
断
定
の
助
動
詞

ウ
．
伝
聞
・
推
定
の
助
動
詞

エ
．
形
容
動
詞
の
活
用
語
尾
〉

１

あ
は
れ
な
り
し
こ
と
ど
も
な
り
。

（
平
家
物
語
）

〔

〕

２

年
返
り
ぬ
れ
ど
、
世
の
中
、
今
め
か
し
き
こ
と
な
く
し
づ
か
な
り
。

（
源
氏
物
語
）

〔

〕

七
．
次
の
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
か
ら
選
べ
。

〈
ア
．
助
詞

イ
．
副
詞
の
一
部

ウ
．
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
用
形

エ
．
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用
形

オ
．
形
容
動
詞
の
連
用
形
活
用
語
尾
〉

１

変
化
の
者
に
て
は
べ
り
け
む
身
。

（
竹
取
物
語
）

〔

〕

八
．
次
の
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
べ
。

〈
ア
．
断
定
の
助
動
詞

イ
．
完
了
・
存
続
の
助
動
詞

ウ
．
形
容
動
詞
の
活
用
語
尾
〉

１

北
に
は
青
山
峨
々
と
し
て
、
松
吹
く
風
索
々
た
り
。

（
平
家
物
語
）

〔

〕



一
．

１

も
の
笑
い
を
す
る
人
で
あ
っ
て

二
．

１

に

三
．

１

た
ら

四
．

１

ご
と
く

五
．

１

ウ
・
連
用
形

２

ア
・
連
用
形

六
．

１

エ

２

エ

七
．

１

エ

八
．

１

ウ


